「何故自治基本条例が必要か」についての討議要綱について

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運営企画グループ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１、討議は、ごみ問題をやめ、緑の運動にしぼる。

　　時間の関係をみても、緑の運動にしぼるほうが討議を深めることができると判断し、ごみ問題を割愛することにしました。

２、討議要綱

（１）冒頭に討議のポイントについて説明（１０分）　担当児島　　
　　緑問題についての討議を通じて、「市民参画」と「市民、議会、市の三者協働」の大切さを学びとり、自治基本条例の必要性を明らかにすることが目的である点を強調する

（２）討議

１）「緑騒動」の資料を読んだ感想を自由に述べあう。

２）市民の運動を背景に構想、計画、条例策定がすすみ、市民参加が前進

　　・何がどのように策定されたか事実経過の確認

· 計画や条例を策定した積極的意義
· その限界と展望を開く道について
　　

３）市民参画について

　　・市民の運動が果たした役割

・市民と市との協働、市民参画の重要性

４）市民、議会、市の三者の協働について

議会が市民の要望、意見、市政の課題解決に努力し、市も同じ立場で行政としての責任を果たす、このような市民を基軸とした三者協働は、問題を解決し、市民自治を築く原動力。
古都保存法、三大山林保全の教訓。

　
５）自治基本条例の必要性について
· 市民自治、自主、自立の立場に立った自治体づくりこそ新たな発展への道

· 自治基本条例で「市民参画」「三者協働」の原則、ルールを明確に規定し、市政運営の中心にすえるべきである。創意と活力ある新しい鎌倉のために。

　

